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＜医療安全対策部の紹介＞ 

 医療安全対策部は、他部門から独立して組織横断的に医療安全や感染防止に関する活動を推進する

部門です。院長直属の部門で、医療安全委員会・医療安全小委員会・ICLS 委員会、院内感染対策委員

会・院内感染対策チーム、褥瘡対策委員会で構成されています。 

 今回は、医療安全対策部のメンバーと平成 23年度の医療安全委員会目標を紹介します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 血液培養 2セット提出時に、採血部位・採血時間の記載がない

ため、検査時にセットの組み合わせが判別できない。 

→ボトルに、「嫌気・好気」「採血番号」「採血時間」「採血部位」

のラベルを中央臨床検査部で貼付する。 

金沢医科大学氷見市民病院 
医療安全対策部 

2011年 4月 28日 発行 

―平成 23 年度 医療安全委員会目標― 

１ 患者急変時対応の標準化と周知徹底 

� 急変時対応マニュアルの作成と実践 

� モニタアラームの管理の徹底 

２ 院内研修会の実施 

� 医療安全研修・医薬品安全管理研修・医療機器安全管理研修 

� 新人研修・中途採用者研修・リスクマネージャー研修 

３ 病院移転時・開院後の患者の安全確保 

長井医療安全管理者（左） 

 →医療安全活動の推進 

谷畑院内感染管理者（右） 

 →院内感染対策の推進 

医療安全対策部長 

高島茂樹病院長 

本江医薬品安全管理

責任者（薬剤部） 

→医薬品の安全使用

や管理の統括・指導 

知久田医療機器安全

管理責任者（ＭＥ部） 

→医療機器の保守点

検や安全使用の指導 

堤主任（事務部） 

→医療安全対策部の

研修案内や文書作成

など 

インシデントの対応：中央臨床検査部 


